
１章 ベクトル解析 

１節 ベクトルの演算 
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 ⑴ )，，( 034b  とおくと 001212  ba  より ba   となる。 
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 ⑴ とおき)，，()，，()，，( a 111321210OACOCA  

とおくと)，，()，，()，，( b 132122210OBCOCB  
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外積の定義より || ba   が a と b のなす平行四辺形の面積なので 
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 ⑴ a )，，()，，()，，( 862543321OBAOAB ， 

b )，，( 1046OCAOAC ， c )，，( 1266ODAOAD ，とおくと 

V はこれら 3 つのベクトルのなす平行六面体の体積の
6

1
である。 

)(

)(

5424

001

1153

241

24

211

523

431

622

1266

1046

862















 cba

 

よって 216||
6

1
 )( cbaV  

 

 ⑵ ⑴と同様にして 
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７ ⑴，⑵，⑶ は P.4  6  公式  を使って， 
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  ⑷，⑸，⑹ は P.4  6  公式  を使って， 
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     （または⑶と P.4  4  公式  を使ってこれを得る。） 
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 ⑺ 与式 0 bacabcacbcabcbabca )()()()()()(  

 

Ｂ 

８ 

 ⑴ 06  lkba  ○ア  

a，c の第 1 成分同士に注目して 

ac 2  より 第 2 成分は 22  k  ○イ  
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 ⑴ 直線 BC の方向ベクトルは )，，( 531BC   なのでその単位方向ベクトルは 
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 ⑴ )，，(，)，，( 123CB214CA   より 
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 ⑴ )()( acab   は )( ab   にも )( ac   にも 

   垂直なベクトルなので平面 H の法線ベクトルである。 

   p.4  4  公式  より 

 

                   （ p.4  4  公式 ，  ） 
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 ⑵ 原点 O と平面 H との距離 h は a の n 方向への正射影の長さなので 
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14 bxa   ○ア  が成立するとき 0 )( xaaba  

なぜなら p.4  3   より axa  )(  である。 

逆に 0 ba  とする。 ○イ  

bxa   となる x を見つけたいのだが b が a にも x にも垂直となってほしいので 

x の所に入る候補として ba   を考えてみると p.4  6  公式 より 

babaaababaa
2|| )()()(  （○イと p.4  1   より） 
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  は○アの 1 つの解。 

ここで 21 xx，  を○アの 2 つの解とすると bxabxa  21 ，  だが 

辺々を引くと 0 )( 12 xxa   （p.4  4  公式  より） 

よって p.4  3  公式  または  4  公式  より )( 12// xxa   

したがって axx c 12  と表せる。（c は任意定数） 

つまり axx c 12  であるから○アの一般解は  a
a

ba
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15 一つの解は x の所に ca（c は定数）を入れて kcc  2|| aaa )(  となるので 
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k
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a
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k
  と求められる。 

k xa  の 2 つの解を 21 xx，  とすると kk  21 xaxa ，  だが 

辺々を引くと 012  )( xxa  

よって  )( 12 xxa    

したがって acxx  12  とかける （c は任意定ベクトル） 

  acxx  12  

つまり与式の一般解は aca
a
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